







Key Words:“DUO”of an Adjective, Numbers +DUO +Measure Words, Numbers +Measure Words +DUO,


































































































一方，これに対して，「人多的 候」「 里的降水量根据年 的不同而不同，多的 候有2000毫米」
のように，「～多的＋名詞」「多的＋名詞」という形だと，日本語の「多い」に訳されるのが妥当で
あろう。


































(23) ○ 十 多 [10数階]
数詞 助数詞
(24) ○ 二十 多 次 [20回余り]
数詞 助数詞
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(25) ○ 四十 多 个（小 ） 「40時間余り」
数詞 助数詞
(26) × 一 多 个 （月） [1ヶ月余り]
数詞 助数詞














(28) 一 个 多月 [1ヶ月余り]
数詞 助数詞
(29) 二 个 多小 [2時間余り]
数詞 助数詞
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4.2 「多＋動詞」と「動詞＋多了」
4.2.1 「多＋動詞」
(43)
[外国語はたくさん聞いたり，話したりしないと，上達できない]
(44)
[よく運動するのは体にいい]
(43)と(44)の「多」は動詞の前に置かれ，その動作をよく(常に・頻繁に)行うことを表す。
4.2.2 「動詞＋多了 」
これは「多＋動詞」と逆に，「動詞＋多了」の形を取っているだけで，意味は大きく変わる。「多
＋動詞」はその動作がいいかどうかは別だが，よく（常に・頻繁に）行われているというところに
重点が置かれている。一方では，「動詞＋多了」も程度補語であり，日本語に訳されると「～過ぎ
た」となる。つまり，その動作がよく（常に・頻繁に）行われているところに重点を置くのではな
く，程度を強調したい。そして，マイナスの意味合いを持つことのほうが普通である。
(45)
[晩ご飯は食べすぎたら，体によくない]
(46)
[飲みすぎた]
「多吃」は「吃」という動作が頻繁に行われているところを強調し，「どんどん食べる」の意味
である。これに対して「吃多了」は「吃」という動作が「やりすぎた」という程度が強調され，「食
べ過ぎた」の意味となり，そして，マイナスのイメージが強い。
以上の例で分かったのが[多]が動詞・形容詞の前それとも後に置かれるかによって，[多]の意味
が大きく変わってくるだけではなく，文の意味までも大きく左右することである。したがって，い
かに日本人の中国語学習者にこうした語順の違いによって意味が大きく変わるという中国語の特徴
を提示していくのかも非常に重要ではないかと考えられる。
５ まとめ
これまで，中国語の[多]を取り上げ，日本語の「多い」と比較して分析してきた。特に[多い]が
「多くの」の形で名詞を修飾するのに対して，「多」が「很」などの程度を表す修飾語を伴って名
詞を修飾することは非常に興味深いことである。もちろんこのときの「很」が強く発音しないかぎ
り，ただ語調を整える役割を果たしているだけとされている。どんな時，どんな言葉はこうした語
調を整える必要があるのか，非常に大きな課題が残されている。「多」についてもっと検討する余
地のあるところが多く残っているが，本稿ではそれらをなしえなかった。それらを今後の課題にし
たい。
そして，ここで問題に取り上げた「多」が数詞・助数詞などとの位置関係の入れ替えることによっ
て文の意味まで影響するという中国語における語順の重要性を立証した。日本語の場合は，動詞や
形容詞などの語尾に変化があり，付属語も発達している。動詞や形容詞などの語尾の変化や名詞や
動詞などの自立語の後にくっついている付属語の働きによって，自立語同士の文法的関係を表すこ
とができる。一方，中国語には，単語に語形変化がなく，その文法的関係は前置詞など虚詞の力を
借りる部分もあるが，主として語順に頼っている。日本語と中国語の文法上のこうした基本的な相
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違点は今後日本の中国語教育において早い段階から導入していく必要性があると考えられる。
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